
検証授業のまとめ１ 活動例 地理Ｂ 「日本の位置」

１ 実施状況

（１）実施日時 平成１７年１２月１６日（金） 午後２時３０分~３時２０分

（２）対象：東京近郊の中学校の１年生

韓国人の生徒２人、フィリピン人の生徒５人、中国人の生徒３人 計１０人

（３）活動例 地理Ｂ 「日本の位置」

２ 検証授業のねらい

地球儀や世界地図を主な教材として日本の絶対的な位置や相対的な位置を様々な面や

角度から考察していく授業を進る際、日本語を母語としない生徒へどのような学習活動

の工夫や教師の支援が必要なのかについて検証する。

３ 検証授業の実際

日本語を母語としない生徒にとっては、難解な語彙や言い回しが学習内容を理解する

上で障壁となる。思考し判断して理解していく過程でこの障壁を乗り越えるため、日本語

を母語とする生徒よりも多くの工夫や支援を施す必要がある。そこに視点をあて、今回は

地球儀、世界地図、白地図を主な教材・教具として、学習体験を通じて学習内容と日本語

の語彙や言い回しの理解を図っていくための工夫・改善策を検証していった。

＜導入時＞

今回は教具を地球儀に絞って母国と日本の位置を確認させ、そこから日本と母国の相対

的な位置や共通する特徴などを考え日本語で表現させていった。「韓国は日本のとなりに

ある国です。」「中国は日本よりもとても大きい国です。」「フィリピンと日本は島です。」

この時点で生徒は本時の授業に興味を示した。

＜展開＞

地球儀を使って学習活動を進めていったが、はじめに平面上の方位の基礎・基本的な

事項について確認した。
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方位について理解しているが、日本語が障壁となって表現できない生徒が見られ、予想

以上の時間を要した。日本語の語彙、例えば南西を西南と表現してしまうというようなこ

とがあったが、学習内容の理解はできているが表現を誤っているだけであって、日本語を

母語とする生徒でもしばしばあることである。しかし、母語では表現することができるこ

とを前提とすれば日本語が障壁となっていると考えられ、その点で反復した指導が必要で

ある。

次に地球儀上の方位で日本と母国の相対的な位置関係を理解するため、紙でつくった十

字の教具を配布して東京から見た母国の方位やアメリカ合衆国の方位を確認する学習を行

った。やり方を一通り説明した後、学習活動に入り、分かった方位を表現させた。最後に

黒板に事前に貼り付けた正距方位図法により、答えが正しいかどうか検証した。このよう

な作業的な学習の場合、日本語を母語としなくとも体験的、視覚的に理解できることが分

かった。

次に緯線、経線に基づいて日本と母国の位置を確認する学習を進めた。学習に先立って、

学習の前提となる基本的な知識について学習した。あらかじめ次の語彙のカードを用意し、

地球儀、世界地図を利用して説明した。

緯線 経線 北緯 南緯 東経 西経 赤道 本初子午線 北 半 球 南 半 球
い せ ん けいせん ほ く い な ん い とうけい せいけい せきどう ほんしよ し ご せ ん きたはんきゆう みなみはんきゆう

これらの難解な語彙を理解することは、日本語を母語とする生徒でも容易ではない。日

本語を母語としない生徒にとって、かなりのストレスとなることが予想された。事実、困

惑した表情となった生徒もいた。しかし地球儀と世界地図で視覚的に説明し、さらに学習

を進める中で反復することにより、おおまかに理解できた。

また、地図帳を使用して、日本の東西南北の端となる島を見つけさせ指で指させた。

さらにそれらの位置を緯度、経度で表現させていった。

「日本の北の端は、およそ北緯４６度です。」

「日本の東の端は、東経１５４度です。」

白地図に北緯２０°、北緯４６°、東経１５４°、東経１２３°の線を色鉛筆でなぞる

作業を各自で行い、日本と同緯度上、同経度上の国々を地図帳を併用しながら確認し、記

入する作業を行った。今回はあらかじめ学習の補助となる国の形を描いたカードを用意し

た。その形を参考にしながら、各自それらの国々の位置と名称発見することができた。こ

こで授業時間が終わりとなり、日本のまわりの地形名、日本や母国の面積調べ等の学習は、

残す形となった。
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① 本時の目標 地球儀や世界地図を使って、日本の相対的、絶対的な位置の特徴を多面的、
多角的に考察し、理解させる。

② 本時の展開

学 習 活 動 ・指導上の留意点 ★教材 ○日本語支援の例（種類）
今回は、地球儀

導 ①日本と母国の位 ・世界地図や地球儀で日本と ○生徒の発言を、地理的な語 のみで母国の確認
入 置を確認する。 母国の位置を指で示させ、 彙に言い換えるなど、適宜 を行った。同じ母

気付いたことを発表させ 支援していく。（表） 国の生徒同士で助
る。 例「フィリピンは日本の下の け合っていた。

方です。」→南西
★地球儀、世界全図（地図帳）

地球儀を活用して、
②地球儀で日本の ・地球儀を見る上で必要な基 ○「緯線」「経線」を板書し 基本的な知識の確認
位置や特徴を考察 礎知識を確認する。 てルビをふり、基礎的知識 を行ったが、難しい
する。 ・日本と母国の位置、方位、 を確認する。 （理） 語彙が多く、来日し

について調べる ○「緯度」「経度」「東経」「西 てからの期間が短い
★地球儀、ワークシート 経」「北緯」「南緯」「赤道」 生徒には、じっくり

③世界地図で緯度 「北半球」「南半球」のル 時間をかけて指導す
と経度から日本の 地球儀を活用して、東京 ビをふったカードを用意し、 る必要がある。
位置と特徴を理解 から見た母国やアメリカ 地球儀、白地図の上に示す。
する。 の方位を学習したが、活 （表） 反省点：黒板を活

動することにより日本語 ○日本の東端、西端、北端、 用して基本的な語句
展 生徒の学習状 が不十分な部分を補うこ 南端の緯度、経度を世界地 について、読み方の
開 況によっては、 とができたようだ。 図上で見つけさせ、日本語 確認をすべきであっ

地 球 儀 で １ 時 表現させていく。（表、理） た。
間、地図で１時 →問いかけ・応答の例
間扱いで行うと ★地図帳、白地図、ワークシ
効果的だと感じ ート 白地図を活用した作業で 反省点：作業前に
た。ただし、限 ・日本と母国の位置を地図で は、難解な日本語の語彙に 繰り返し、地図上の
られた時間の取 確認し、白地図に色鉛筆で とまどい活動が止まってし 横の線が緯線、たて
り出しでは、そ 塗らせる。 まっている生徒が見受けら の線が経線であるこ
れは困難かもし ・白地図に、東経１２３度、 れた。しかし参観の先生方 とを確認する必要が
れない。 １５４度、北緯２０度、 の協力で、全員、緯線、経 あった。

④日本と同緯度、 ４６度の緯線、経線を記入 線などの記入をすることが 教師の支援の在り方
同経度の国々を世 させ、日本の領域をつかま できた。 について…日本語の
界地図で調べ、理 せる。 問題でつまずいてい
解する。 ・北方領土の現状について触 るのか、社会科の基

れる。 本的な知識や考え方
・日本の領域は、領海を含め の部分でつまずいて

今回は、学習 ると広範囲であることに気 いるのかを、把握す
を補助するため、 付かせる。 る必要がある。
主な国の形を示 ・同緯度上の国は、アジア、 ○自由発見した国をを音読さ その点を見極めるて
したカードを用 ヨーロッパ、北アメリカに せて、適宜褒めていく。 だてを、書き込むこ
意した。 ある主な国とする。 （情） とはできないだろう

・白地図とワークシートに学 ○主な国の白地図を示し、緯 か。
習の成果を記入させてい 線、経線上の主な国を整理
く。 していく。 （理）

○あらかじめ、ルビをふった 今回の授業は日本
自然地形名を記したカード と同緯度、同経度上
を用意する。 （理） にある国をさがして

・日本は世界１９１カ国中 ○面積の単位（～万平方キロ 記入するところで終
⑤日本のまわりに ６０番目の大きさであるこ メートル）についてあらか わった。生徒の学習
ある海の名称、半 とに触れる。 じめ示す。（理） 状況によって、２時
島や島を調べる。 間扱いにするなど臨

機応変に対応すべき
⑥日本と母国の面 だ。
積を調べる。

ま ⑦学習して分かっ ・ワークシートにに記入され ○発表について、褒める姿勢
と たことを、整理し た学習の成果を、日本語で で臨み、自信や成就感を持
め 発表する。 音読させて理解を深めさせ たせる。 （情）

＜キーワード＞ 緯度 経度 緯線 経線 東経 西経 北半球 南半球 領土 領域
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４ 検証授業で明らかになった点

（１）日本語を母語としない生徒には、学習内容を作業や体験に基づいて理解させていくこ

とが有効であること。

（２）作業や体験を通して学習内容を理解できても、難解な語彙はなかなか定着しづらいこ

と。

（３）学習内容を理解する上で、日本語によるつまずきがあることを前提として、ルビをふ

ったカードや平易な言葉に言い換えた資料を準備することは必須であること。

（４）日本語の語彙が分からないことによるつまずきなのか、学習の前提となる基礎・基本

的な事項を理解していないことによるつまずきなのか把握し、それに応じて臨機応変

に学習展開のバリエーションを変えていく必要があること。

（５）今回の検証授業では、同じ出身国の生徒同士で分からないことを質問したり、母国語

でていねいに説明している姿が多く見られた。同じ言語を母語とする生徒が複数いる

条件の場合、生徒同士の助け合い学習は有効な補助となること。

（６）社会的事象等を日本語で書いていく作業は、予想以上に時間がかかること。ワークシ

ート等にポイントを絞って書き込ませたり、あらかじめカード化し、視覚的に理解さ

せたり音読させたりする活動が有効である。

５ 今回の授業を通して改善・工夫した点

（１）教材・教具を通して、作業的・体験的に学ばせる。

（２）取り出しの授業では、思い切った学習内容の精選を図り学習のポイントを明らかにし

て、在籍学級の授業に参加するためのスキルや能力を培う。

（３）母国の関連した事項をできるだけ取り上げ、興味・関心を持たせる工夫をする。

（４）黒板を有効利用し、口頭では理解しづらい語彙をルビ入りで書いて説明する。

（５）ルビ入りのカードや国の形を記したカードなどを用意して視覚から理解できるように

工夫する。

（６）生徒の負担を軽減するため、ワークシートにはポイントを絞って書き込ませ、あらか

じめ語彙や文章をカード化し、音読させるなどの工夫をする。

（７）適宜、反復学習を入れて難解な日本語の語彙を理解させる。
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